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IMF、世界経済の軟着陸を示唆

（注）IMFによる予測。
（注）( )内は2023年10月時点⾒通しからの修正幅、ポイント。
（出所）IMF「World Economic Outlook Update, January 2024

（https://www.imf.org/）」より野村アセットマネジメント作成

（注、出所）上表と同じ

2024年1月31日

2月1⽇ ユーロ圏消費者物価指数（1月）
2月1⽇ 米ISM（サプライマネジメント協会）

製造業景況感指数（1月）

重要
イベント

ポイント① 世界経済見通しは底堅いが緩慢

IMF（国際通貨基金）は1月30⽇（現地時
間）に世界経済⾒通しを改定しました。これによる
と、2024年の世界の実質GDP（国内総生産）
成長率は3.1％になる⾒込みで、2023年10月時
点の⾒通しから0.2ポイント上方修正されました。
2025年の成長率は3.2％と前回から据え置かれ
ました。しかし、これらの水準は歴史的な年平均
（2000～2019年）である3.8％を依然として下
回る状況です。

ポイント② インフレ率は鈍化する見通し

世界の総合インフレ率は、2023年の6.8％から
2024年は5.8％、2025年は4.4％と鈍化する⾒
込みで、2024年の予測値は2023年10月時点
の⾒通しから据え置き、2025年の予測値は下方
修正されました。地域別でみると、先進国の方が新
興・発展途上国よりも早くインフレが落ち着くとみら
れています。供給網や労働力等の供給面の改善が
進んだことで、GDP成長率が上方修正された中で
もインフレ率⾒通しは下方修正されました。

ポイント③ 下振れリスクはあるも、軟着陸か

IMFは世界経済にとっての今後のリスクとして、紅海
における船舶への攻撃が続くことなどの地政学的
ショックや、供給の混乱によって一次産品価格が再
度高騰することなどによる金融政策の引き締めの長
期化を挙げています。しかし、ディスインフレと着実な
成長に伴い、ハードランディング（強行着陸）とな
る可能性が低下し、世界経済成長に対するリスク
は概ね均衡がとれていると言えそうです。インフレ率
の鈍化と安定的な成長により、ソフトランディング
（軟着陸）への道が開けたと言えます。

国・地域別実質GDP成長率見通し

消費者物価インフレ率の見通し

(前年比、％)

世界 3.1 3.1 (0.2) 3.2 (0.0)

 先進国 1.6 1.5 (0.1) 1.8 (0.0)

  米国 2.5 2.1 (0.6) 1.7 (-0.1)

  ユーロ圏 0.5 0.9 (-0.3) 1.7 (-0.1)

  ⽇本 1.9 0.9 (-0.1) 0.8 (0.2)

 新興･発展途上国 4.1 4.1 (0.1) 4.2 (0.1)

  中国 5.2 4.6 (0.4) 4.1 (0.0)

  インド 6.7 6.5 (0.2) 6.5 (0.2)

2023 2024 2025

(前年比、％)

世界 6.8 5.8 (0.0) 4.4 (-0.2)

 先進国 4.6 2.6 (-0.4) 2.0 (-0.2)

 新興･発展途上国 8.4 8.1 (0.3) 6.0 (-0.2)
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